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1. 研究の背景 

脳内では、多数の神経細胞で構成される

神経回路の情報伝達を介して、様々な脳領

域が相互に連絡し、情報の処理・統合が行

われている。脳の情報処理や脳疾患のメカ

ニズムを理解するためには、個々の神経細

胞の活性化に伴うネットワーク間の情報伝

達の変化を、体系的に捉えることが重要で

ある。そこでこれまで、高速・高精細に全

脳をイメージングする顕微鏡装置 FAST を

開発し[1、2]、疾患モデル脳等の構造や活動を

網羅的でアンバイアスに個体間比較する解

析系を構築し、これを用いた研究を実施し

てきた[3-5]。 

 

2. 研究の目的 

社会性行動は、脳の多くの領域で構成さ

れる広範なネットワークによって制御され

ていることが知られている。その中で前帯

状皮質（ACC）は、社会性行動に関与する

いくつかの脳領域と相互接続されたハブ領

域として機能している。本研究は、マウス

の社会性行動において、社会的刺激に応答

する ACC の神経細胞の亜集団の役割を解

析することを目的とした[6]。 

 

3. 研究の方法 

3.1 動物実験 

実験には、7-10 週齢の成体雄性 C57BL/6 

N マウス（SLC）を用いた。すべての動物

飼育および取り扱い手順は、大阪大学動物

実験委員会の承認を得て実施した。 

 

 

 

3.2 神経活動操作 

神経活動操作は、活動依存的な抑制性の

designer receptors exclusively activated by 

designer drugs（DREADD）の発現系を用い

て実施した。 

 

3.3 免疫組織化学 

免疫組織化学は、間接法を用いた常法に

従って実施した。 

 

3.4 その他 

 上記とそれら以外の方法の詳細は、引用

文献[6]に記載の通りである。 

 

4. 研究成果 

本研究によって、ACC のニューロンの 

亜集団が社会的刺激によって活性化される

こと、この ACC ニューロンの社会的刺激応

答性の亜集団をサイレンシングすると、自

発運動量や不安様行動に影響を与えること

なく、社会的相互作用が障害された（図 1）

[6]。 

この知見は、社会性行動における ACC の

社会的刺激応答性ニューロンの亜集団の重

要性と、ACC の機能低下が社会性行動の障

害と関連することを示すものである[6]。 

様々な脳領域をつなぐハブとしてのACC

の役割を考慮すると、本研究で見出された

ACC ニューロンの亜集団は、社会性行動を

制御する神経回路レベルのメカニズムを解

明するための有望な標的となる可能性が考

えられる[6]。 



 

図 1 前帯状皮質（ACC）ニューロンの社

会的刺激応答性亜集団の化学遺伝学的サイ

レンシングによる社会的相互作用の低下

（引用文献[6]より） 
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